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北
朝
鮮
に
よ
る
対
日
有
害
活
動

一
．
概
要

　

北
朝
鮮
の
金キ

ム
・
ジ
ョ
ン
イ
ル

正
日
国
防
委
員
長
は
、
平
成
一
四
年

九
月
の
日
朝
首
脳
会
談
に
お
い
て
、
日
本
人
拉
致
問

題
に
関
し
、「
特
殊
機
関
の
一
部
の
盲
動
主
義
者
ら

が
、
英
雄
主
義
に
走
っ
て
か
か
る
行
為
を
行
っ
て
き

た
と
考
え
て
い
る
」
と
の
認
識
を
示
し
て
謝
罪
し
、

同
年
一
〇
月
、
五
人
の
拉
致
被
害
者
が
二
四
年
振
り

に
帰
国
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
一
六
年
五
月
と
七
月

に
、
こ
れ
ら
の
拉
致
被
害
者
の
家
族
の
帰
国
・
来
日

が
実
現
し
ま
し
た
。

二
．
拉
致
の
目
的

　

金
正
日
国
防
委
員
長
は
、
日
本
人
拉
致
の
目
的
に

つ
い
て
、「
一
つ
目
は
、
特
殊
機
関
で
日
本
語
の
学

習
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
二
つ
目
は
、
他
人

の
身
分
を
利
用
し
て
南
（
韓
国
）
に
入
る
た
め
で
あ

る
」
と
説
明
し
ま
し
た
。
ま
た
、「
よ
ど
号
」
犯
人

の
元
妻
は
、
金キ

ム
・
イ
ル
ソ
ン

日
成
主
席
（
故
人
）
か
ら
「
革
命
の

た
め
に
は
、
日
本
で
指
導
的
役
割
を
果
た
す
党
を
創

建
せ
よ
。
党
の
創
建
に
は
、
革
命
の
中
核
と
な
る
日

本
人
を
発
掘
、
獲
得
、
育
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
の
教
示
を
受
け
た
「
よ
ど
号
」
犯
人
の
田
宮
高
麿

（
故
人
）
か
ら
、
日
本
人
獲
得
を
指
示
さ
れ
た
旨
を

証
言
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
含
め
、
諸
情
報
を
分
析
す
る
と
、
拉
致

の
主
要
な
目
的
は
、
北
朝
鮮
工
作
員
が
日
本
人
の
よ

う
に
振
る
舞
え
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
教
育
を
行
わ

せ
る
こ
と
や
、
北
朝
鮮
工
作
員
が
日
本
に
潜
入
し
て
、

拉
致
し
た
者
に
な
り
す
ま
し
て
活
動
で
き
る
よ
う
に

す
る
こ
と
の
ほ
か
、
金
日
成
主
義
に
基
づ
く
日
本
革

命
を
行
う
た
め
の
人
材
獲
得
に
あ
る
と
み
ら
れ
ま
す
。

三
．
拉
致
容
疑
事
案
の
捜
査
状
況

　

警
察
は
、
こ
れ
ま
で
に
、
日
本
人
拉
致
容
疑
事
案

一
二
件
一
七
人
及
び
朝
鮮
籍
の
姉
弟
が
日
本
国
内
か
ら

拉
致
さ
れ
た
事
案
一
件
二
人
の
計
一
三
件
一
九
人
を
北

朝
鮮
に
よ
る
拉
致
容
疑
事
案
と
判
断
す
る
と
と
も
に
、

拉
致
の
実
行
犯
と
し
て
、
八
件
一
一
人
の
逮
捕
状
の
発

付
を
得
て
、
国
際
手
配
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
警
察
で
は
、
こ
れ
ら
以
外
に
も
、「
北

朝
鮮
に
よ
る
拉
致
で
は
な
い
か
」と
す
る
告
訴
・

告
発
や
相
談
・
届
出
を
受
理
し
て
お
り
、
都
道

府
県
警
察
や
関
係
機
関
と
の
連
携
の
強
化
を
図

り
、
所
要
の
捜
査
や
調
査
を
進
め
て
い
ま
す
。

北朝鮮による拉致容疑事案
発生時期 被害者※（　）内は、当時の年齢 発生場所 国際手配被疑者

１ 昭和49年６月頃 髙敬美さん（７）、髙剛さん（３） 福井県小浜市 洪
ホン・スヘ

寿惠こと木下陽子
２ 昭和52年９月 久米　裕さん（52） 石川県鳳

ふげ し

至郡（現　鳳
ほうす

珠郡） 金
キム・セホ

世鎬
３ 昭和52年10月 松本　京子さん（29） 鳥取県米子市
４ 昭和52年11月 横田　めぐみさん（13） 新潟県新潟市
５ 昭和53年６月頃 田中　実さん（28） 兵庫県神戸市
６ 昭和53年６月頃 田口　八重子さん（22） 不明

７ 昭和53年７月 地村　保志さん（23）
地村（旧姓：濵本）富貴惠さん（23）福井県小浜市 辛

シン・グァンス

光洙

８ 昭和53年７月 蓮池　薫さん（20）
蓮池（旧姓：奥土）祐木子さん（22）新潟県柏崎市

通称チェ・スンチョル
通称ハン・クムニョン
通称キム・ナムジン

９ 昭和53年８月 市川　修一さん（23）
増元　るみ子さん（24） 鹿児島県日

ひおき

置郡（現　日
ひおき

置市）

10 昭和53年８月 曽我　ひとみさん（19）
曽我　ミヨシさん（46） 新潟県佐渡郡（現　佐渡市） 通称キム・ミョンスク

11 昭和55年５月頃 石岡　亨
とおる

さん（22）
松木　薫さん（26） 欧州 森順

より こ

子
若林（旧姓：黒田）佐

さ

喜
き

子
こ

12 昭和55年６月 原　敕晁さん（43） 宮崎県宮崎市 辛光洙　金
キム・

 吉
キルウク

旭
13 昭和58年７月頃 有本　恵子さん（23） 欧州 魚本（旧姓：安部）公博
（注）地村保志さん、地村（旧姓：濵本）富貴惠さん、蓮池薫さん、蓮池（旧姓：奥土）祐木子さん及び曽我ひとみさんの５人については、平成14年10月、24年振りに帰国した。

国際手配被疑者
魚本（旧姓：安部）公博 金世鎬 辛光洙 金吉旭 通称キム・ミョンスク 通称チェ・スンチョル 通称ハン・クムニョン 通称キム・ナムジン 洪寿惠こと木下陽子 森順子 若林（旧姓：黒田）佐喜子

北
朝
鮮
に
よ
る

拉
致
容
疑
事
案

１
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四
．
日
朝
協
議
の
動
向

（
一
）
北
京
に
お
け
る
日
朝
実
務
者
協
議

　

二
〇
年
六
月
、
中
国
・
北
京
に
お
い
て
日
朝
実
務

者
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

日
本
側
は
、「
す
べ
て
の
拉
致
被
害
者
の
帰
国
、

真
相
究
明
、
被
疑
者
の
引
渡
し
」
を
要
求
し
、
拉
致

問
題
の
最
終
的
な
解
決
に
向
け
、
北
朝
鮮
側
が
具
体

的
行
動
を
と
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。
ま
た
、「
よ

ど
号
」
関
係
者
の
問
題
に
つ
い
て
は
、「
よ
ど
号
」

ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
犯
五
人
及
び
そ
の
妻
二
人
の
引
渡
し

を
要
求
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
北
朝
鮮
側
が
具
体
的

行
動
を
と
る
場
合
に
は
、
日
本
側
が
、
現
在
、
北
朝

鮮
に
対
し
て
講
じ
て
い
る
措
置
の
一
部
を
解
除
す
る

用
意
が
あ
る
旨
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

協
議
の
結
果
、
北
朝
鮮
側
は
、「
拉
致
問
題
は
解

決
済
み
」
と
す
る
従
来
の
立
場
を
変
更
し
て
、
拉
致

問
題
解
決
に
向
け
た
具
体
的
行
動
を
今
後
と
る
た
め

の
再
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
を
約
束
し
ま
し
た
。
ま

た
、「
よ
ど
号
」
関
係
者
の
問
題
に
つ
い
て
も
解
決

の
た
め
に
協
力
す
る
用
意
が
あ
る
こ
と
を
表
明
し
ま

し
た
。

（
二
）
瀋
陽
に
お
け
る
日
朝
実
務
者
協
議

　

八
月
、
中
国
・
瀋
陽
に
お
い
て
日
朝
実
務
者
協
議

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

日
朝
双
方
は
、
六
月
の
協
議
に
お
い
て
双
方
が
表

明
し
た
措
置
に
つ
い
て
議
論
し
、
北
朝
鮮
側
が
実
施

す
る
拉
致
問
題
の
調
査
の
具
体
的
態
様
や
日
本
側
が

講
じ
る
措
置
等
に
つ
い
て
合
意
し
ま
し
た
。

　

北
朝
鮮
側
は
、
調
査
の
態
様
に
つ
い
て
、
生
存
者

を
発
見
し
帰
国
さ
せ
る
た
め
の
全
面
的
な
調
査
と
な

る
こ
と
、
す
べ
て
の
拉
致
被
害
者
を
調
査
対
象
と
す

る
こ
と
、
権
限
を
与
え
ら
れ
た
北
朝
鮮
の
調
査
委
員

会
が
調
査
を
行
い
、
こ
れ
を
可
能
な
限
り
秋
に
は
終

了
す
る
こ
と
、
調
査
の
進
捗ち

よ
く

状
況
を
日
本
側
に
随

時
通
報
す
る
こ
と
な
ど
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

日
本
側
は
、
北
朝
鮮
側
が
調
査
を
開
始
す
る
と

同
時
に
、
人
的
往
来
の
規
制
解
除
及
び
航
空
チ
ャ
ー

タ
ー
便
の
規
制
解
除
を
そ
れ
ぞ
れ
実
施
す
る
用
意
が

あ
る
旨
を
表
明
し
ま
し
た
。
な
お
、
日
朝
双
方
が
行

う
措
置
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
日
朝
間
で
調

整
す
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

（
三
）
日
朝
実
務
者
協
議
後
の
動
向

　

し
か
し
な
が
ら
、
九
月
五
日
、
外
務
省
は
、
前
日

（
四
日
）
夜
に
北
朝
鮮
か
ら
、
中
国
・
北
京
の
大
使

館
ル
ー
ト
を
通
じ
て
「
日
朝
実
務
者
協
議
の
合
意
事

項
を
履
行
す
る
と
い
う
立
場
で
は
あ
る
が
、
突
然
政

権
交
代
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
日
本
側
の
事
情

に
か
ん
が
み
て
、
新
政
権
が
、
実
務
者
協
議
の
合
意

事
項
の
履
行
に
つ
い
て
ど
う
い
う
考
え
方
な
の
か
を

見
極
め
る
ま
で
、
調
査
委
員
会
の
立
ち
上
げ
を
差
し

控
え
る
」
と
の
連
絡
が
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し

ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
日
本
側
は
、
そ
の
後
発
足
し

た
麻
生
政
権
が
、
こ
れ
ま
で
の
方
針
に
何
ら
変
更
は

な
い
と
の
姿
勢
を
表
明
し
て
い
ま
す
が
、
北
朝
鮮
側

か
ら
の
反
応
は
あ
り
ま
せ
ん
。

政府から日朝実務者協議の結果説明を受けた後会見する拉致被害者家族（６月）（時事）

協議を終えた斎木昭隆外務省アジア
大洋州局長と宋

ソン・イルホ

日昊朝日国交正常化
担当大使（６月、北京）（共同）
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一
．
一
般
情
勢

　

北
朝
鮮
は
、
現
在
、
米
朝
平
和
条
約
の
締
結
等
米

国
と
の
関
係
改
善
を
最
優
先
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

み
ら
れ
、
六
者
会
合
に
お
い
て
も
、
米
国
と
の
関
係

改
善
、
各
国
か
ら
の
最
大
限
の
見
返
り
の
引
き
出
し

を
念
頭
に
置
い
た
対
応
を
繰
り
広
げ
て
い
ま
す
。

　

金
正
日
国
防
委
員
長
に
つ
い
て
は
、
同
人
が
、
北

朝
鮮
創
建
記
念
日（
九
月
九
日
）に
姿
を
見
せ
な
か
っ

た
こ
と
な
ど
か
ら
、
脳
関
係
の
疾
患
に
よ
り
倒
れ
た

の
原
状
復
旧
作
業
着
手
の
表
明
（
八
月
二
六
日
）」、

「
国
際
原
子
力
機
関
の
監
視
要
員
に
対
す
る
、
す
べ

て
の
核
施
設
へ
の
立
入
り
禁
止
通
告
（
一
〇
月
九

日
）」、「
核
計
画
の
検
証
方
法
に
つ
い
て
の
米
朝
合

意
（
一
〇
月
一
一
日
）」
等
の
重
要
な
決
定
を
行
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
金
正
日
国
防
委
員
長
が
、
一
定

の
判
断
能
力
を
有
し
た
上
で
、
国
政
運
営
が
行
わ
れ

て
い
る
と
す
る
見
方
が
有
力
で
す
。

伝
え
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
同
人
の
動
向

に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

二
．
北
朝
鮮
等
に
よ
る
対
日
諸
工
作

　

北
朝
鮮
は
、
一
九
年
九
月
の
福
田
政
権
発
足
後
、
し

ば
ら
く
は
福
田
政
権
に
対
す
る
非
難
の
論
調
を
控
え
て

い
ま
し
た
が
、
二
〇
年
四
月
一
一
日
、
対
北
朝
鮮
措
置

の
再
延
長
が
決
定
さ
れ
る
と
、「
反
共
和
国
政
策
を
執

拗よ
う
に
追
求
す
る
福
田
政
権
の
非
理
性
的
で
時
代
錯
誤
の

対
北
朝
鮮
敵
対
姿
勢
が
一
層
は
っ
き
り
と
さ
ら
け
出
さ

れ
た
」（
四
月
一
八
日
付
け
労
働
新
聞
）
な
ど
と
福
田

政
権
に
対
す
る
非
難
を
強
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、九
月
に
発
足
し
た
麻
生
政
権
に
対
し
て
は
、

麻
生
首
相
が
、
記
者
と
の
や
り
と
り
の
中
で
、
太
平

洋
戦
争
を
「
大
東
亜
戦
争
」
と
発
言
し
た
こ
と
を
と

ら
え
、「
彼
の
た
わ
言
は
、
二
一
世
紀
に
も
「
大
東

亜
共
栄
圏
」
な
る
昔
日
の
夢
を
捨
て
ず
、
何
と
し
て

も
実
現
し
よ
う
と
い
う
腑
抜
け
た
軍
国
主
義
的
妄
言

で
あ
る
」（
一
〇
月
一
七
日
付
け
労
働
新
聞
）
な
ど

と
非
難
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
六
者
会
合
参
加
国
で

あ
る
日
本
が
、
拉
致
問
題
で
進
展
が
な
い
限
り
、
北

朝
鮮
に
対
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
支
援
を
行
わ
な
い
と
し

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、「
日
本
は
六
者
会
合
の
場

に
い
る
よ
り
も
、
い
っ
そ
の
こ
と
、
い
な
い
ほ
う
が

ま
し
な
不
便
で
面
倒
な
存
在
と
な
っ
て
い
る
」（
一
〇

月
二
二
日
付
け
労
働
新
聞
）
な
ど
と
対
日
非
難
を
展

金正日国防委員長が欠席した北朝鮮創建60周年記念式典における北朝
鮮指導部（９月、平壌）（時事）

10月11日に朝鮮中央テレビが報じた金正日国防委員長の写真（時事）

な
ど
と
す
る

健
康
悪
化
説

が
一
般
的
と

な
っ
て
い
ま

す
。

　

一
方
、
同

人
の
健
康
状

態
が
悪
化
し

た
と
さ
れ
る

八
月
中
旬
以

降
も
、
北
朝

鮮
が
、「
寧ニ

ョ
ン

辺ビ
ョ
ン

の
核
施
設

　

な
お
、
一
〇
月
四
日
以
降
、
北
朝
鮮
メ
デ
ィ
ア
が
、

軍
部
隊
の
視
察
を
行
う
金
正
日
国
防
委
員
長
の
写
真

を
公
開
す
る
な
ど
、
そ
の
動
向
を
報
道
し
て
い
ま
す

が
、
金
正
日
国
防
委
員
長
の
映
像
や
肉
声
が
い
ま
だ

北
朝
鮮
に
よ
る

対
日
有
害
活
動
等

２
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に
、
外
国
為
替
及
び
外
国
貿
易
法
（
外
為
法
）
に
基

づ
き
北
朝
鮮
を
原
産
地
又
は
船
積
地
域
と
す
る
す

べ
て
の
貨
物
の
日
本
へ
の
輸
入
を
禁
止
す
る
措
置
を

と
る
こ
と
を
閣
議
決
定
し
ま
し
た
。
そ
の
後
も
北
朝

鮮
を
め
ぐ
る
情
勢
に
変
化
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
等
か

ら
、
こ
れ
ら
の
対
北
朝
鮮
措
置
は
半
年
ご
と
に
閣
議

決
定
に
よ
り
延
長
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
下
、
警
察
は
二
〇
年
中
、
対
北

朝
鮮
措
置
に
係
る
違
法
行
為
と
し
て
、
北
朝
鮮
を
原

産
地
と
す
る
ウ
ニ
の
無
承
認
輸
入
に
係
る
外
為
法
違

反
事
件
（
一
月
、
警
視
庁
）
を
検
挙
し
ま
し
た
。
こ

の
事
件
で
は
、
輸
入
貨
物
（
ウ
ニ
）
が
北
朝
鮮
産
で

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
中
国
を
原
産
地
と
す
る
虚

偽
の
輸
入
申
告
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ

れ
、
北
朝
鮮
か
ら
中
国
を
経
由
し
た
、
い
わ
ゆ
る
迂う

回
輸
入
の
実
態
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
ま
す
。

四
．
対
日
諸
工
作
の
今
後
の
見
通
し

　

今
後
、
北
朝
鮮
は
、
国
際
社
会
に
お
け
る
日
本
の

孤
立
化
を
狙
っ
た
対
日
非
難
を
展
開
す
る
ほ
か
、
自

ら
に
有
利
な
世
論
の
醸
成
を
企
図
し
て
、
直
接
又
は

朝
鮮
総
聯
を
介
し
て
の
硬
軟
織
り
交
ぜ
た
諸
工
作
を

活
発
に
展
開
す
る
も
の
と
み
ら
れ
ま
す
。
警
察
は
、

こ
れ
ら
諸
工
作
に
対
す
る
情
報
収
集
活
動
を
強
化
す

る
と
と
も
に
、
伏
在
す
る
違
法
行
為
に
対
し
て
徹
底

し
た
取
締
り
に
努
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

日本政府による対北朝鮮措置の再延長に抗議する朝鮮総聯関係者
（３月、東京）

れ
た
我
が
国
に
対
す
る
露
骨
な
敵
視
政
策
と
、
朝
鮮

総
聯
及
び
在
日
朝
鮮
人
に
対
す
る
抑
圧
を
、
何
の
た

め
ら
い
も
な
く
続
け
よ
う
と
す
る
こ
と
は
許
し
難
い

暴
挙
」、「
四
度
に
わ
た
る
制
裁
措
置
の
延
長
に
民
族

的
怒
り
を
も
っ
て
強
く
抗
議
し
、
断
固
糾
弾
す
る
」

な
ど
と
す
る
談
話
を
発
表
し
、
日
本
を
非
難
し
ま
し

た
。
ま
た
、
二
〇
年
中
、
警
察
は
、
朝
鮮
総
聯
の
傘

下
団
体
幹
部
ら
を
税
理
士
法
違
反
で
逮
捕
し
、
関
係

先
の
捜
索
を
行
い
ま
し
た
が
、
朝
鮮
総
聯
は
、
捜
索

の
際
に
多
く
の
活
動
家
を
現
場
に
動
員
し
て
、
激
し

い
抗
議
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
一
方
で
、
朝
鮮
総
聯
は
、「
金
正
日
将
軍
生

誕
記
念
日
（
二
月
一
六
日
）」、「
朝
鮮
民
主
主
義
人

民
共
和
国
創
建
記
念
日
（
九
月
九
日
）」
に
お
け
る

朝
鮮
総
聯
主
催
の
慶
祝
行
事
に
、
国
会
議
員
や
著
名

人
等
を
招
待
し
、
北
朝
鮮
に
対
す
る
理
解
と
朝
鮮
総

聯
の
活
動
に
対
す
る
支
援
を
求
め
る
な
ど
の
諸
工
作

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

三
．
北
朝
鮮
に
係
る
違
法
行
為
の
検
挙

　

政
府
は
、
一
八
年
一
〇
月
九
日
に
北
朝
鮮
が
核
実

験
を
実
施
し
た
旨
の
発
表
を
行
っ
た
こ
と
等
に
か
ん

が
み
、
同
月
一
三
日
、
特
定
船
舶
の
入
港
の
禁
止
に

関
す
る
特
別
措
置
法
に
基
づ
い
て
北
朝
鮮
船
籍
の
す

べ
て
の
船
舶
の
日
本
へ
の
入
港
を
禁
止
す
る
と
と
も 捜索に対する抗議活動（10月、東京）

開
し
ま
し
た
。

　

国
内
で
は
、

一
〇
月
一
〇
日

に
対
北
朝
鮮
措

置
の
再
延
長
が

決
定
さ
れ
る

と
、
朝
鮮
総
聯れ

ん

の
南ナ
ム
・
ス
ン
ウ

昇
祐
副
議

長
が
記
者
会
見

を
行
い
、「
安

倍
政
権
下
で
本

格
的
に
進
め
ら


